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【要旨】 

本稿は，日本語モノリンガル辞書における副詞語彙の語釈のあり方についての基礎的な調査報

告である。「語釈と例文を与える前と与えた後で作文に変化があるか」を検討した結果，N4 か

ら N3 に合格するレベルの学習者であれば，モノリンガル辞書の語釈と例文を活用することがで

きるという暫定的な結論を得た。また，語釈におけるチルダ記号の使用と学習者の理解，およ

び低難度語彙による書き換えと学習者の理解について調べた調査からは，チルダの使用は必ず

しも学習者の理解を阻害しないという結果と，低難度語彙による書き換えは意味理解を促進す

るという結果を得た。 

 

１.はじめに 

本稿は，日本語学習用モノリンガル辞書における副詞語彙の語釈のあり方を検討する基礎的

な調査についての報告である。筆者らは，母語や学習目的などを問わず利用できる日本語学習

用辞書を目指し，初級から中級の語彙を掲載した『ねっこ 日日学習辞書 動詞・形容詞 300』

（以下，『ねっこ』）を 2020 年に出版した。下記に『ねっこ』の編集方針の概要を示す。 

 

 （1）「汎用的日本語学習辞書データベース」1，『まるごと 日本のことばと文化』2(国

 際交流基金，2013)などを基に独自の語彙リストを作成し，その中から基本的な動

 
1 日本語学習辞書支援グループ 2015「日本語教育語彙表 Ver 1.0」https://jreadability.net/jev/ 
2 『入門』から『初中級』までの語彙をリストに加えた。 

163



 詞，い形容詞，な形容詞を約 300 語収録した。 

 （2）語釈は句や節ではなく，主語・述語をはっきりさせた文の形で提示した。 

 （3）例文は日本の常識や日本文化の知識がなくても見出し語の意味が推測できるよ

 うに作例した。 

 

 モノリンガル辞書とは，日本語語彙の意味を日本語で記述した辞書である。例えば日英バイ

リンガル辞書は，非英語母語話者にとっては使用が容易ではないが，日本語のみで記述された

『ねっこ』は，使用者の母語に関わらず利用できる。バイリンガル辞書は，国内では日英辞書3

の他，中国語などの翻訳辞書が何冊か出版されている4が，モノリンガル辞書5の整備もいっそ

う進めていく必要がある。『ねっこ』は，今後もプロジェクトを継続し，収録語彙を拡充する

が，そのための作業と並行して学習者がモノリンガル辞書を使うときの行動を調査すること

や，その結果を踏まえて辞書の編集方針を改善していくことが重要である。 

そこで，本稿では現在執筆を進めている副詞語彙をとりあげ，日本語学習者がモノリンガル

辞書をどのように利用するか観察し，わかりやすい副詞の語釈のあり方を探索的に検討するこ

とを目的とし，質問紙による調査と半構造化インタビューを行った。 

 

２.調査概要と協力者 

２.１ 調査概要 

 本稿では調査 1 と調査 2を行った6。それぞれの課題は以下の通りである。 

  

 調査 1：語釈と例文を与える前と与えた後で作文に変化があるか。 

 調査 2： a.語釈にチルダ（「〜」の記号）を用いることが理解の妨げにならないか。 

  b.語釈にチルダを用いる場合，それに関する用例も示した方がよいかどうか。 

 

 調査では 10 名の日本語学習者に協力を依頼した。調査 1 では，図 1 のように状況と副詞を指

定して作文を書かせた。その際，まずは何も参照させずに課題に取り組ませ（以下，「参照無し」），

その後，図 2のように当該副詞の語釈と例文を与えて同様の作文を書かせた（以下，「参照有り」）。 

調査 2 は，チルダを使った語釈が学習者にとってわかりやすいのかを調べるために実施した。

「すこしも〜ない」のように，語釈にチルダが使われることは少なくないが，『ねっこ』の編集

を通した学習者への事前の聞き取りから，チルダを多用した語釈は意味の理解を難しくすると

いう可能性が指摘されていた。そこで，この調査では，チルダを使うことの可否とチルダを使っ 

 
3 『基礎日本語学習辞典（英語版）第二版』，『ふりがな和英・英和辞典』など。 
4 『進学を目指す人のための教科につなげる学習語彙 6000 語 日中対訳』，『教科につなげる学習語

彙 6000 語日本語・モンゴル語対訳』など。 
5 『基礎日本語辞典』，『研究社 日本語口語表現辞典』など。 
6 調査に先立ち，筆頭著者が所属する拓殖大学の研究倫理調査を受け，承認を得ている。 
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図 1 調査 1：課題作文指示文（「参照無し」） 

 

 

図 2 調査 1：課題副詞の語義と例文（「参照有り」） 

 

た場合に用例を示すことの可否を検討する。調査 2 では，状況と副詞を指定し，最初から「参照 

有り」で作文を書かせた。その際，語釈を複数パターン用意し，作文させると同時に「最もわか

りやすい語釈」を選ばせた（図 3）。これは，以下の（4）～（6）に示す 3 点について，情報を収

集することが目的である。 

 

 （4）「すこしも～ない」など語釈にチルダを用いても問題ないか 

 （5）用例を書き込んだ語釈は理解促進に有効か 

 （6）難度の低い見出し語で言い換えを行う語釈（とうとう/ついになど）は有効か 

 

図 4 に示した「あえて」の 3 種類の語釈のうち，Aは（4）や（5）の工夫を行っていないもの，

B は（4）を調べるためにチルダを使ったもの，C は（5）を調べるために用例を書きこんだもの 

 
 

 

 

A 1-1. 【なぜ】

語義
ご ぎ

（意味
い み

）：理由
り ゆ う

や原因
げんいん

がわからないとき、「なぜ」を使
つか

います。

例文
れいぶん

・昨日
きの う

観
み

た映画
え いが

はつまらなかった。なぜヒットしてるのか全然
ぜんぜん

わからない。

・なぜ事故
じ こ

が起
お

きたのか、原因
げんいん

をしっかり調
しら

べてほしい。
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図 3 調査 2：課題作文指示文 

 

 

図 4 調査 2：複数の語釈パターン 1 

 

である。また，語義 A〜C では相対的に難度の低い「わざわざ」という語を用いた言い換えが行

われている。 

 さらに，調査 1，2 終了後に半構造化インタビューを実施し，語釈と例文の活用法，語釈のわ

かりやすさなどについて聞き取った。 

 

 

B -3. 【あえて（敢えて）】

わかりやすい語義をA～Cから一つ選んでください。

語義
ご ぎ

A

語義
ご ぎ

B

語義
ご ぎ

C

例文
れいぶん

「敢
あ

えて」は、わざわざという意味
い み

です。できるけれども、しないときに「あえて」を使
つけ

いま

す。する価値
か ち

がなかったり、しても結果
け っ か

が変
か

わらなかったりするのでしないときに使
つか

います。

「敢
あ

えて」は、わざわざという意味
い み

です。する価値
か ち

がなかったり、しても結果
け っ か

が変
か

わらなかった

りするのでしないとき「あえて?ない」を 使
つか

います。

「敢
あ

えて」は、わざわざという意味
い み

です。「敢
あ

えて言
い

わない」のように「あえて?ない」は、す

る価値
か ち

がなかったり、しても結果
けっ か

が変
か

わらなかったりするのでしないときに使
つか

います

・入学式
にゅうがくしき

のスーツは1度
ど

しか着
き

ないし、レンタルもできるので、あえて買
か

う必要
ひつよう

はないと思
おも

う。

・彼女
かのじょ

「理由
りゆう

はあえて言
い

わないけど、私
わたし

たち、もう別
わか

れた方
ほう

がいいと思
おも

う。」彼氏
かれ し

「そうだね。」
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２.２ 調査協力者 

10 名の協力者それぞれの母語と日本語レベル（日本語能力試験の合格レベル）を表 1 に示す。

また，協力者には調査開始時に対象の副詞について「ア：知っていて使うことができる」，「イ：

見たことがあるが使ったことがない」，「ウ：見たことがない」の 3 段階で主観評価を依頼した。

この結果も併せて表 1 に示す。 

 

表 1 協力者プロフィールと調査対象語彙に対する親しさ 

 

 

３.調査 1 の結果と考察 

３.１ 調査１の結果 

 結果を表 2に示す。被験者ごとに破線で区切った左側が「参照無し」の結果，右が「参照有

り」の結果である。「〇」は副詞を正しく使用していると判定できる7もの，「×」は用法に誤り

があるもの，「‐」は作文を書くことができなかったことを示している。「改善率」は，「〇」と

判定されるものが「参照無し」から「参照有り」でどの程度増加したかを示している。 

 まず，「参照有り」によって「×」や「‐」が「〇」に変化した場合に着目する。協力者Ⅷ，

Ⅹを除いた 8 名が，「参照有り」の場合のほうが正しく使用できた。全体的にみると，「参照無し」

の場合，正しい使用は 58.8％だったが，「参照有り」の場合は 85.5％だった。このうち，「参照

無し」では誤った副詞の使い方をしており「×」判定だったものが「参照有り」で「〇」判定に

変化したのは，協力者Ⅰ・Ⅳでそれぞれ 1 件ずつ，協力者Ⅱ・Ⅵで 2 件ずつあった。また，「参 

 
7 文脈を踏まえて正しく使用できているかを著者 3 名が合議の上で判定した。尚，副詞の用法にか

かわらない箇所の誤りは正誤判定から除外した。 

協力者 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ

母語
タガログ

語

ベトナム

語

ミャン

マー語
ロシア語

インドネ

シア語

シンハラ

語

ベトナム

語

マレーシ

ア語

スペイン

語
中国語

合格レベル N4 N3 N3 N3 N3 N3 N２ N2 N2 N1

なぜ ア ア ア ア ア ア ア ア ア ア

もちろん ア ア ア ア ア ア ア ア ア ア

ぜひ ア ア ア ア ア ア ア ア ア ア

かつて ウ イ ウ ウ イ イ ウ イ ア ア

いっせいに ウ イ イ イ ウ ア イ イ イ イ

ぐっすり ア ウ ア ア イ ウ イ イ ア イ

やがて ウ ウ イ ウ ウ ウ イ ウ ウ ア

いまひとつ ウ イ イ ア ア ア ウ イ ア イ

なおさら イ イ イ ウ イ イ ウ イ ウ イ

なかなか イ ア ア ア ア ア ウ ア ア ア

すこしも ウ イ ア ア イ ア ア イ ア イ

あえて ウ ウ ウ イ ウ イ ウ ウ イ ア

とうとう ウ イ ウ ウ ウ ウ イ イ ア ウ

ちかぢか ウ ウ ウ イ ウ ウ ウ ウ イ イ

いっそう ウ イ ウ ウ ウ イ イ イ ア イ

調

査

1

対

象

語

彙

調

査

2

対

象

語

彙
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表 2 調査 1：「参照無し」と「参照有り」の作文の結果 

 

 

照無し」で作文できず「‐」判定だったものが，「参照有り」で「〇」に変化した場合を以下に

示す。協力者番号の後にある（）中の数字は，「参照有り」で「〇」に変化した数である。協力

者Ⅰ（3），協力者Ⅲ（3），協力者Ⅳ（2），協力者Ⅴ（3），協力者Ⅵ（2），協力者Ⅶ（3），協力者

Ⅸ（2）。尚，「参照無し」で正用であったものが「参照有り」で誤用に変化することはなかった。 

 

３.２ 調査１の考察 

３.２.１ 作文課題の分析から 

 『ねっこ』では，なるべく簡単な語彙を用いて語釈を作成することを心掛けている。しか

し，止むを得ず比較的抽象度の高い語彙を用いる場合もあり，初級程度の学習者が辞書を活用

することができるのかという懸念がある。調査１の結果から，N3 ないしは N4 に合格するレベ

ルの学習者であれば，日本語を日本語で説明したモノリンガル辞書の語釈と例文を活用するこ

とができると言えそうである。今回の調査では協力者Ⅰ（N4 合格レベル）は，事前調査で「見

たことがない」と回答した副詞 5 つについて，「参照無し」では，4 つは作文ができず，１つは

使い方を誤った。一方，「参照有り」では，作文ができなかった語彙のうち 3 つは正しく作文が

できるようになり，誤った使い方をした語彙 1 つは，正しい使い方に修正された。 

 

３.２.２ インタビュー調査から 

 ここでは，作文課題実施後に行ったインビュー調査から更に考察を試みる。下記にインタビ

ューデータの一部を紹介しながら考察する。Qは調査者の発話，A は協力者の発話の文字起こし

である。 

 

 【協力者Ⅰのインタビュー】 

 Q：作った文はどれぐらい自信がありますか。  

 A：意味の説明がちょっとわかりにくくて，わからなかったから例文を読みました。  

 Q：例文を読んだら少しわかりましたか。  

協力者

参照有無 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り 無し 有り

なぜ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

もちろん 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ぜひ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - ☓ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

かつて - 〇 〇 〇 - ☓ - ☓ - 〇 - 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 ☓ ☓

いっせいに - 〇 〇 〇 - 〇 ☓ 〇 - - ☓ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ぐっすり 〇 〇 ☓ 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

やがて - - 〇 〇 - 〇 - 〇 - - 〇 〇 - ☓ - ☓ - 〇 〇 〇

なおさら - 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 - - - 〇 - 〇 - ☓ - 〇 〇 〇

いまひとつ ☓ 〇 ☓ 〇 - 〇 ☓ ☓ - 〇 ☓ 〇 - 〇 - ☓ 〇 〇 〇 〇

改善率 0%0%33% 33% 44% 33%33% 22%44% 22%

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅸ ⅩⅦⅤ Ⅵ ⅧⅣ
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 A：はい，最後の例文を読んだらわかりました。このことばの使い方は「よくない」     

    という意味だとわかりました。  

 

 【協力者Ⅲのインタビュー】 

 Q：知らない単語の説明を読んで文章を作るということをしてもらったんですが，ど  

    うでしたか。   

 A：本当に役に立ちました。わかりやすいです。    

 Q：ことばの説明と例文があったと思いますが，どちらの方がより役に立ちました  

    か。    

 A：ことばの説明の方がいい感じだと思います。ことばの説明がまだあいまいだと思     

    うとき，例文をチェックします。 

  

 協力者Ⅰ，Ⅲの他にⅧ，Ⅸからも同種のコメントがあり，インタビュー結果全体から，学習

者は「語釈」と「例文」を相補的に使用し，語義を理解していることが確認された。さらに具

体的には，下記 4 点が指摘できる。 

 

 （7）「語釈」と「例文」を往還することで理解が促進される 

 （8）「例文」から構文情報を取得する 

 （9）「例文」における状況の明示が語義理解を促進する 

 （10）実体験をなぞる「例文」は理解しやすい 

 

 次節以下ではこれらに関するインタビューデータを順次紹介する。 

 

３.２.２.１ （7）「語釈」と「例文」を往還することによる理解促進 

 学習者は，「語釈」と「例文」をどちらも利用して語義を理解するが，その際に「語釈」と

「例文」を行き来して理解を促進させている（協力者Ⅹ）。 

 

 【協力者Ⅹのインタビュー】 

 Q：例文と意味を読むときに，どんな順番に読んでいますか。  

 A：やはり，意味を確認した上で，例文を読んでいました。  

 Q：例文を読んだあとに，また意味を読んだりしましたか。  

 A：そうですね。とまどうところを確認するんです。  

 Q：「いまひとつ」にはとまどうところがありましたか。  

 A：うーん，たしかに 2 番目を読んだときに，意味を確認した気がします。  

 Q：例文を読んで意味を読んで，考えると自分の理解はよくなりますか。  

 A：よりよく理解できるようになります。 
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３.２.２.２ （8）「例文」から構文情報を取得する 

 学習者は，副詞語彙を文中のどこに配置すればよいのかを考えながら「例文」を読んでいる

（協力者Ⅰ，Ⅳ）。 

 

 【協力者Ⅰのインタビュー】 

 Q：例文は役に立ちましたか。  

 A：はい，多分，私だけだと思いますが，勉強するとき，私は意味だけでは…。意味    

    はわかりますが，どうやって使うか，どこに入れるかは例文を見ないと勉強する     

    のはできないので，例文を見て，文を作る方が勉強しやすいです。  

 Q：いつも意味を読んで，それから例文を読みますか。  

 A：意味を読んで，例文を読みます。  

 Q：どうして意味を読んでから例文を読みますか。  

 A：意味がわからないと例文を見てもわからないからです。  

 Q：この「いまひとつ」は語義だけでも意味はわかりましたか。例文がなくてもわか    

    りましたか。  

 A：意味は例文がなくてもわかりますが，文を作ったときには，どこに入れるか，後   

    ろは名詞だったらどうなるか，動詞だったらどうなるかはわからないので例文を   

    見るといいと思います。  

 

３.２.２.３ （9）「例文」における状況の明示が語義理解を促進する 

 学習者は，「例文」から語彙の使用場面を理解することにより，語義をより深く理解する。

（協力者Ⅰ，Ⅸ）。 

 

 【協力者Ⅸのインタビュー】 

 Q：ことばの意味と例文を見るときに，どういう順番で見ていますか。  

 A：例文から読んで，そして意味です。  

 Q：どうして例文を先に読みますか。どうしてそれが便利だと思いますか。  

 A：そうですね。思うのは，意味の説明を読むと，つまらない…ではないけれど，  

    ことばは状況にいれるとわかる気がします。  

 Q：じゃ例文だけだったら，どうですか。  

 A：例文だけじゃ足りないと思います。  

 

３.２.２.４ （10）実体験をなぞる「例文」は，理解しやすい 

 自分が実際に経験したことがあるような内容の「例文」は，よりよく理解できる（協力者

Ⅵ）。 
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 【協力者Ⅵのインタビュー】 

 Q：例文はどれが一番役にたちましたか。 

 A：3 番です。 

 Q：どうして 3番が役に立ったと思いますか。 

 A：この例文は経験がありますので。 

  

４.調査 2 の結果と考察 

４.１ 調査 2 の結果 

 調査 2 で扱った副詞のうち，「なかなか」「すこしも」「あえて」は，①チルダを使った方がい

いかどうか，②チルダを使った場合，それに関する例文まで示したほうがいいかどうかの 2 点

を調べることを目的として，以下 3 種類の語釈を示した（図 5 を参照）。 

 

 （語義 A）チルダを使っていない語釈 

 （語義 B）チルダを使った語釈 

 （語義 C）チルダを使い，かつチルダにどのような語が入るか例示した語釈 

 

 

図 5 「なかなか」の語釈 3 パターン 

 

 「とうとう」「ちかぢか」「いっそう」は，より難度が低いと思われる言い換え語を使う語釈

がわかりやすいどうかを調べることを目的とし，以下の２種類の語釈を示した（図 6 を参照）。 

 

 （語義 A）言い換えを使わずに解説する語釈 

 （語義 B）難度の低い語で言い換える語釈 

 

 調査 2 の回答結果を表 3に示す。回答者毎に破線で区切った左側は，語釈と例文を参照して

書いた作文で当該副詞を正しく使用できていたかを示す。尚，記号の使い方は調査 1 に倣う。
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破線の右側は「わかりやすい」と考える語釈の記号を示している。 

 

 

図 6 「いっそう」の語釈 2 パターン 

 

表 3 調査 2：回答結果 

 

 

 調査 2 では，語釈と例文を参照して作文した際の全体の正用率は 73.3％だった。事前調査で

「ウ：見たことがない」と回答した語彙を正しく使うことができたかどうかを個別に見てみ

る。協力者番号の後ろの（）の中の左側が未知語彙数，右側が未知語彙の正用数である。協力

者Ⅰ（5：5），Ⅱ（2：1），Ⅲ（4：3），Ⅳ（2：2），Ⅴ（4：3），Ⅵ（2：0），Ⅶ（3：1），Ⅷ

（2：2），Ⅸ（0：-）Ⅹ（1：1）。協力者Ⅵ以外は，語釈と例文を参照することにより，未知の

語彙を概ね正しく使うことができた。 

 「一番わかりやすい」語釈の選択については，チルダの使用に関しては，回答が次のように

ばらついている。括弧内は人数を示す。 

 

 なかなか：C（7）＞B（2）＞A（1） 

 すこしも：B（6）＞C（4）＞A（0） 

 あえて：B（4）＞C（3）＝A（3） 

 

 言い換え語を使った方がいいかどうかに関しては，下記のような結果になった。 

 

 とうとう：B（7）＞A（3） 

協力者

正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈 正誤 語釈

なかなか ☓ C 〇 C 〇 C ☓ C 〇 A ☓ C ☓ C ☓ C 〇 B 〇 B

すこしも 〇 C 〇 B 〇 C 〇 B - B 〇 C 〇 C 〇 B 〇 B 〇 B

あえて 〇 B ☓ A ☓ A ☓ B - A ☓ B ☓ C 〇 B ☓ C 〇 C

とうとう 〇 B 〇 A 〇 B 〇 A 〇 B ☓ A 〇 B 〇 B 〇 B 〇 B

ちかぢか 〇 B 〇 B 〇 B 〇 A 〇 B - - 〇 B 〇 B 〇 B 〇 B

いっそう 〇 B 〇 B 〇 B 〇 A 〇 B ☓ B 〇 B 〇 B 〇 A 〇 B

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅸ ⅩⅦⅤ Ⅵ ⅧⅣ

 

語義
ご ぎ

A

語義
ご ぎ

B

物事
ものごと

の程度
てい ど

がそれまでより強
つよ

くなるときに「一層
いっそう

」を使
つか

います。

「一層
いっそう

」は、もっと、という意味
い み

です。物事
ものごと

の程度
て いど

がそれまでよりもっと強
つよ

くなるときに使
つか

い

ます。
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 ちかぢか8：B（8）＞A（1） 

 いっそう：B（8）＞A（2） 

 

４.２ 調査 2 の考察 

 調査 1 の結果と同様に，N4 から N3 レベルであれば，日本語で書かれた語釈と例文を参照して

未知の語彙を使うことができそうである。 

 「わかりやすい」語釈のあり方について，下記に視点別に考察する。 

 

４.２.１ チルダを用いた語釈 

 協力者Ⅰ，Ⅷは，ともに未知語「あえて」でわかりやすい語釈としてチルダを使った B を選択

し，正しく作文している。協力者たちは，語釈に出現する「否定」のような抽象語彙が理解でき

なくても，その他の情報を活用して意味を理解していることが観察された。また，前節の図 3 に

示した「わかりやすい」と考える語釈について，「なかなか」「すこしも」「あえて」の結果をみ

ると，チルダを用いない語義 A は最下位であったり，選ばれなかったりするという結果になっ

た。このことから，協力者たちはチルダが語釈にあるほうがわかりやすいと感じていると言える。

チルダの多用には注意しなければならないが，語釈執筆の際に全く使用できないわけではなさ

そうである。チルダの利用によって語釈の理解が進む場合があるようだが，引き続き検討を要す

るだろう。 

 

４.２.２ 用例を書き込んだ語釈の有効性 

 「なかなか」はチルダに例示がある語義 C が一番わかりやすかった。他方，「すこしも」と「あ

えて」はチルダがあるだけの語義 B が一番わかりやすいが，例示がある語義 C との差は「すこし

も」が 2 人，「あえて」は 1 人だけで，ほぼ拮抗している。表 1 からは，それぞれの副詞に関す

る既有知識は「なかなか」＞「すこしも」＞「あえて」の順に減っている。既有知識のある人が

多い「なかなか」のほうがチルダの例示があったほうがいいという結果になった。「なかなか」

（図 5）「すこしも」，「あえて」（図 4）の語釈 C がこのパターンの語釈である。協力者Ⅰが未知

語である「すこしも」についてこのパターンを選択し，正しく作文しているが，他の協力者は，

既知語でしかこのパターンを選んでいない。これは，知らない語にこそ例示があった方がいいの

ではないかという予想とは反対の結果である。この理由については今回の調査では不明である。

尚，協力者，Ⅳはインタビューで次のように述べている。 

 

 【協力者Ⅸのインタビュー】 

 Q：どうして Cがいいと思ったか説明できますか。 

 A：C は「なかなか～ない」という動詞が形だけではないのでわかりやすいです。「おわ

 
8 協力者Ⅵは無回答。 
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    らない」「できない」などと書いてあります。 

 Q：たとえば…，という例があるからですね。「すこしも」は，知っていることばでした。

 B がいいかなと言っていますね。 

 A：C は他の動詞も使えると思います。二つの動詞しか使えないのかなと思うので B が

    いいかなと思いました。 

 

 協力者Ⅸにとって「なかなか」も「すこしも」も既知語であるが。語釈に示されている例以外

の言葉と一緒に使われることが多いということを知っていると，示された語釈に納得できない

場合があるようである。 

 

４.２.３ 難度の低い見出し語で言い換えを行う語釈の有効性 

 これは，「とうとう」（図 5），「いっそう」（図 6）の語釈 B のように，見出し語彙を，より早

期に学習するであろう語彙に言い換える語釈パターンである。他に，「ちかぢか」の語釈 B もこ

のパターンである。協力者Ⅵは，これらすべてにおいて，言い換えがないパターンの語釈を選

択しているが，それ以外の協力者は，言い換えを用いたパターンを選ぶことが多かった。イン

タビューでは，協力者Ⅴが，「いっそう」のわかりやすい語釈に B を選んだ理由を次のように述

べているが，多くの協力者にとって未知語を既知語で言い換えるパターンの語釈はわかりやす

いようであった。 

 

 【協力者Ⅴのインタビュー】 

 Q：どちらがわかりやすいですか。  

 A：B です。  

 Q：理由がありますか。  

 A：理由は「もっと」ということばがありますから。  

 

５.まとめと今後の課題 

 本稿では，調査１として，語釈と例文が作文に与える影響について調べた。協力者の作文か

ら，N4～N3 合格レベルであれば，日本語で書かれたモノリンガル辞書を活用して未知語の意味

や用法をある程度理解することができることが観察された。また，インタビューからは，未知

語の理解には語釈と例文を相互補完的に活用していることや，例文からは意識的に構文情報を

読み取っていることもわかった。また，学習者にとって身近な（経験したことがある）例文が

よりわかりやすいこともわかった。このことから，例文を作成する際には，構文情報の提供を

意識したものと，意味理解の促進のために接触可能性の高い状況を意識したものの双方を用意

する必要があることが指摘できる。 

 わかりやすい副詞の語釈のあり方について調べた調査２からは，抽象度の高い説明の場合，

チルダを使用したほうがわかりやすい語釈になる可能性があることと，見出し語をより身近な
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語彙で言い換えて説明する方法が有効である可能性が指摘された。 

 本調査は，日本語モノリンガル辞書作成ための基礎的な資料収集を目的に探索的な方法で実

施した。得られた考察については，今後，量的な調査を追加実施するなどし，更に検証を重ね

る必要がある。しかし，今回の調査から，日本語学習者が語釈と例文をうまく組み合わせて活

用している様子が観察できた。 
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